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学校教育目標

教育方針

評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

領域 ねらい 評価項目 今年度の達成目標 昨年度の実績 評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

学校経営
・

教育課程 ・
指導方法

適切な教育課程が編成され、学
習目標・計画が明示され、日常の
学習活動を効果的に展開する。

教育課程、教育目標・計画・指
導、課題実

次年度は、子どもの発達段階に応じ
た運動遊びの指導をさらに工夫し、
年齢に合った無理のない活動を計画
的に進めていくことを重視する。

また、ケガや事故を防ぐため、補助
の位置や方法についてクラス担任間
で共通理解を徹底し、安全性の高い
指導体制を整える。あわせて、学年
が上がるにつれて活動内容が広が
ることを踏まえ、子どもが簡単な個人
目標を持って取り組める機会を設
け、活動への目的意識を高めてい
く。

さらに、活動後には「できたこと」や
「がんばったこと」を振り返る時間を
取り入れ、自分の成長を実感できる
ようにすることで、意欲や自己肯定
感の育成につなげていく。

今年度は、あそびっこや体操教室、
遠足・山登りなどの多様な活動を通
して、子どもたちが無理なく楽しく身
体を動かす機会を十分に確保するこ
とができた。その中で、基礎体力や
運動能力が日常的に育まれ、身体を
動かすことを楽しむ姿が多く見られ
たことは大きな成果である。

また、外遊びや工作などを通して、
体力だけでなく巧緻性も自然に育つ
環境が整っており、「自分で考え、
やってみる」意欲や主体性を支える
教育が実践されている点も園の強み
として評価される。

さらに、英語活動では、色の名前や
簡単な言葉を自然に口にする姿が
見られ、楽しみながら親しむ学びが
進んでいる。

一方で、現代の子どもたちの体力低
下が指摘される中、これからの生活
に本当に必要な体力や育てるべき
力とは何かを改めて捉え直し、今後
の教育に生かしていくことが課題とし
て示された。

安全管理

日常から防災に対する意識を高
め、予期せぬ災害時に適切な対
応ができる体制作りをすることが
必要。また、学校としても校内の
危険個所の定期的な点検、園バ
スの安全運行といった意識を常
に持ち合わせる。
園児の健康管理のための検診計
画を作成・実行し、疾病者に対す
る治療勧告を行う。

防災訓練（校内・校外）、災害時
の対応、安全な教育環境、安全
なスクールバスの運行、検診計
画、健康管理指導

次年度は、手洗い・うがいの習慣を
継続し、感染症予防を一層進めると
ともに、あそびっこを通して育まれて
きた防衛体力をさらに高められるよ
う、活動内容の充実を図る。

また、不審者対応では門扉管理や職
員の対応体制を見直し、安全確保の
強化に取り組むほか、園バスについ
ても安全運転の徹底と確認体制の
明確化を進める。

さらに、園庭の水まきによるほこり対
策を継続し、健康被害の軽減に努め
るとともに、２階ガラス窓の破損時を
想定した安全対策や応急対応を保
護者にも分かりやすく共有し、安心
感の向上を図る。

加えて、防災訓練や引き渡し訓練を
継続し、災害時の対応力を高めなが
ら、防災に関する情報提供の充実に
も努めていく。

日常の活動や「あそびっこ」を通し
て、子どもたちの走力・持久力・瞬発
力など体力面で着実な成長が見ら
れた。

また、防災への意識や取り組みは継
続されており、避難訓練にとどまらず
日常保育の中にも防災教育を取り入
れようとする姿勢が見られ、保護者
の安心感にもつながっている。

一方で、門扉の施錠管理の不備や、
園舎・設備の老朽化といった安全面
の課題が明らかとなり、安全管理体
制の一層の強化が求められる。あわ
せて、災害時の連絡体制や引き渡し
方法を保護者に分かりやすく周知で
きる仕組みづくりや、近年の災害状
況の変化に対応した防災知識・対応
マニュアルの継続的な見直し、定期
的な点検と計画的な修繕が必要で
ある。

子育て支援
年間を通じて、本園独自の子育
て支援活動に積極的に取り組
む。

年間を通じて、開園日の預かり保
育及び長期休業中の預かり保育
の実施、入園希望者に対する園
の公開活動、未就園児を対象と
した本園独自の活動の展開

未就園児を含む地域の家庭に対す
る子育て相談を継続的に行い、地域
における子育て支援の充実を図って
いくことを目指していく。

また、長期休暇中の預かり保育につ
いては、実施日数や利用料金の見
直しを進め、より多くの家庭が無理な
く利用できる体制づくりに取り組む。

こうした支援を通して、保護者が安
心して悩みや不安を相談できる環境
を整えるとともに、家庭と園が連携し
ながら子どもの育ちを支えていける
関係をさらに深めていく。

今後も、地域に開かれた園として、
子育て家庭に寄り添う支援の充実を
進めていくことが期待される。

園庭開放などにより、子どもたちが自由に遊
び、主体的に活動できる環境が整っていたこ
とは大きな成果である。

また、特別支援や合理的配慮の体制が充実
し、一部の家庭だけでなく、多くの親子にとっ
て利用しやすい支援として広がりつつある点
も評価できる。

さらに、預かり保育の実施日が増えたことで、
就業している保護者にとって利用しやすい体
制が整い、園が保護者に寄り添う姿勢がより
明確になった。

保護者が安心して相談できる環境が整ってい
ることは、家庭と園が連携して子どもを支える
うえで大きな意義がある。

一方で、特別支援をさらに有効に活用していく
ためには、保護者の理解促進や意識向上が
必要であり、今後は情報提供や啓発の機会を
増やすとともに、より多くの家庭が自然に支援
を利用できるよう、園としての発信や説明の工
夫を進めることが課題である。

2　時代を見据えた教育を展開する。

3　５年度・１０年後を見据えた本園の姿について検討する。

遊びを通して様々なことを学び、互いの考えを尊重しながら、自己を確立する。

【総合評価】

・学校教育法及び幼稚園教育要領に従い、幼児教育の役割を遂行する。
・家庭では体験できない新たな世界と出会いの場を設け、幼児の自立に向けた基礎を育成
　することをねらいとした教育を目指す。

今年度の重点目標

1　少子化がさらに進行する中、目標園児数（収容定員）を獲得する。



特別支援教育
支援が必要な子、気になる子へ
の対応をすると共に、特別支援
計画をたて実行する。

支援計画・支援体制の確立、巡
回訪問カウンセリングの活用、療
育施設との園児に関する情報交
換、保護者との情報交換

次年度は、特別支援コーディネー
ター・保護者・担任の連携体制をより
分かりやすく共有し、必要な支援を
誰もが安心して利用できる仕組みづ
くりを進めていくことが重要である。

また、インクルーシブ教育について、
園の基本的な考え方や日々の具体
的な取り組みを各家庭に丁寧に伝
え、理解を深めてもらうことも大切な
課題である。

こうした発信を通して、保護者が支
援の内容や意義を理解し、園と協力
しながら子どもの育ちを支えられる
環境を整えていく。

今後は、誰もが利用しやすい支援体
制の充実と、保護者との相互理解を
土台とした、安心できる教育・保育環
境づくりをさらに推進していくことが
期待される。

特別支援コーディネーターと保護者
との面談体制が充実し、保護者が一
人で悩みを抱え込まず、相談や助言
を受けられる環境が整っていること
は大きな成果である。

教員との連携も円滑で、専門スタッフ
の配置や個室の整備、メールやLINE
による相談体制など、保護者に配慮
した支援が安心感につながってい
る。

また、地域の療育機関や医療との連
携も充実しており、専門家の助言が
子どもの成長を支える大きな力と
なっている。

独立した特別支援コーディネーター
を配置していることは園の大きな強
みである。

一方で、子どもが安心して気持ちを
切り替えられるクールダウンスペー
スについては、刺激の少ない環境や
快適さへの配慮など、さらなる整備
が今後の課題として求められる。

教育環境
園児たちが楽しんで教育活動に
取り組める環境づくに工夫をす
る。

「週案」及び「日案」における計画
的な教育活動の実施、日常の教
育活動の展開のうえで、興味・関
心を高める工夫、活動の振り返り
による次の活動に対するモチ
ベーションを高める

週案や日案に基づく計画的な教育を
継続しながら、子どもの姿やその日
の状況に応じて、準備や活動内容を
柔軟に調整できる体制をさらに整え
ていくことが求められる。

そのために、事前準備や副案の工
夫を充実させ、子ども一人ひとりの
興味・関心や発達に合った活動を展
開できるようにすることが重要であ
る。

また、教職員同士が情報を共有し、
連携を深めながら保育を進めること
で、より丁寧で質の高い教育の実現
を目指していく必要がある。

今年度は、前日の準備から当日の活動まで、
教職員が状況に応じて柔軟に対応しながら保
育を進め、子ども一人ひとりに寄り添った丁寧
な関わりを実践していたことが大きな成果で
ある。

子どもが自ら考え、挑戦する姿を大切にし、必
要以上に手を出さず見守る姿勢が徹底されて
おり、主体性を育む環境が整っていた。

また、園全体で子どもを見守る体制が確立さ
れ、どの教職員も温かく声をかけるなど、安心
感のある教育が行われていた。

季節の行事や日常活動に真剣に取り組む姿
からも、教育環境の充実がうかがえる。

一方で、より多様な子どもの姿に応じた支援
を進めるためには、活動場所や教育空間のさ
らなる工夫が必要であり、今後も子どもたちが
安心して学び、のびのびと成長できる環境を
継続的に整えていくことが課題である。

研修

教育内容が問われる時代、教職
員の資質向上が常に求められる
ので、計画的かつ時代が求める
教師となっていくための研修を的
確に実施し、各教職員が個々の
スキルを上げていく体制作りをす
る。また、研修内容を共有化して
いくためのシステム作りをしてい
く。

計画的な研修体制の確立、校外
研修への参加、研修報告会の実
施

次年度は、教職員が外部研修への
参加、他園見学、園内での保育見学
など、多様な学びの機会を継続的に
得られるよう、研修体制をさらに充実
させていくことが重要である。

さまざまな学びを通して新たな視点
や実践方法を取り入れ、日々の保育
に生かしていくことで、教職員一人ひ
とりの専門性を高めていくことが期待
される。

また、研修で得た内容を個人の学び
にとどめず、園全体で共有し、実践
につなげていくためには、共有方法
や振り返りの仕組みを整えることが
必要である。

こうした取り組みを積み重ねること
で、教職員同士が学び合う風土が育
ち、園全体の教育の質向上と安定し
た教育環境づくりにつながっていく。

今年度は、教職員一人ひとりの学ぶ
意欲が高く、教育をより良くしていこ
うとする前向きな姿勢が園全体に根
づいていたことが大きな成果である。

日々の実践を振り返りながら改善を
重ね、教育の質向上を目指す意識
が職員間で共有されており、園の教
育力を支える大切な基盤となってい
る。

また、こうした姿勢は子どもたちに
とって安定した教育環境をつくるうえ
でも重要な意味を持っている。

一方で、今後はスタッフ同士がより効
果的に学び合い、必要な情報を円滑
に共有できる仕組みを整えることが
課題である。

あわせて、新人職員への育成体制を
より明確にし、安心して成長できる支
援のあり方を充実させていく必要が
ある。

これらを進めることで、園全体の専
門性と組織力がさらに高まり、より安
定した質の高い教育環境の実現に
つながると考えられる。

保護者、地域住民と
の連携

保護者や地域諸団体や地域住民
との交流・連携を図る。

保護者の会との情報交換、学校
運営に対する外部団体の参画、
外部要望の学校運営に対する反
映、保護者に対する協力依頼

今後も、保護者参観や相談の機会を
継続的に設けることで、園の教育活
動に対する理解と協力をさらに深め
ていくことが重要である。

保護者が園での子どもの姿や教育
方針を直接知り、気軽に相談できる
環境を整えることは、家庭と園との
信頼関係を強め、子どもの育ちをと
もに支える基盤となる。

また、地域住民、とくに高齢者を含む
多様な世代が園に関わりやすい仕
組みを整えることで、地域全体で子
どもたちを見守り育てる意識を広げ
ていくことも求められる。

こうした取り組みを通して、園への理
解と協力の輪を地域に広げ、開かれ
た園づくりをさらに進めていくことが
期待される。

地域や園を支える多様な人々とのつ
ながりを大切にしながら、園の取り組
みや子どもたちの姿を積極的に発信
してきたことにより、園の理念や教育
活動が地域に広く共有され、理解の
促進につながったことは大きな成果
である。

発信を通して、園が大切にしている
考え方や日々の実践が伝わり、地域
との信頼関係を深める基盤づくりが
進んだといえる。

一方で、今後は発信内容をさらに整
理・体系化し、園の教育方針や子ど
もたちの学びの過程、成長の意味が
より分かりやすく伝わるよう工夫する
ことが求められる。

情報の見せ方や共有方法を改善し、
受け手に伝わりやすい発信を進める
ことで、園への理解と共感をさらに広
げていくことが期待される。

情報提供
幼稚園に関する活動状況などに
関する情報発信を積極的に行う。

ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園
メールやICTシステムの活用によ
る保護者への情報提供と園との
情報交換

今後は、SNSなど多様な情報発信手
段を活用しながら、保護者とのトラブ
ルを未然に防ぐための丁寧な対応を
進めていくことが重要である。

そのためには、発信の目的や内容、
取り扱いのルールについて事前に分
かりやすく説明し、保護者の理解と
協力を得ながら運用していく必要が
ある。

また、情報発信に対する園と保護者
の共通理解を深めることで、安心し
てやり取りできる関係づくりを進める
ことが求められる。

今後は、単に情報を届けるだけでな
く、信頼性や安全性にも十分配慮し
た発信体制を整え、園と家庭が円滑
に連携できるコミュニケーション環境
の充実を図っていくことが期待され
る。

Instagramやホームページを活用した
タイムリーな情報発信により、園での
活動の様子が見えやすくなり、保護
者が日々の子どもの姿を安心して確
認できる環境が整った。

また、「おうちえん」を通じた丁寧な情
報共有によって、保護者は子どもの
育ちや園での生活を具体的に把握
でき、園への理解と信頼がより深
まった。

ICT活用の進展により、情報伝達の
質と速度が向上している点も大きな
成果である。

一方で、発信手段が増える中では、
内容の整理や伝え方の一貫性を保
つ工夫が必要であり、あわせて、より
多くの保護者が無理なくICTを活用で
きるよう、周知やサポート体制を充実
させていくことが今後の課題である。

総合評価


